
置き場所 春の管理は日当りのよい屋外で。明るめの半日陰でもかまいません。

水やり 土が乾いているのを確認してから、たっぷりと与えましょう。

●鉢土が乾いたらたっぷり水を与えてください。花や葉に直接水をかけると、株が傷んだり、蒸れや病気などの原因になります

ので、株元から水やりしてください。

肥料 肥料好きなので、欠かすことなく定期的に与えましょう。

Flower Data

●市販の肥料を準備しましょう。花をたくさん咲かせるためには欠かせません。植込み時には直径21cmのプランターに置き肥
として元肥を3～4粒混ぜ込みましょう。

●追肥は植え込み後1週間くらい経ってから与えましょう。春は生育旺盛なので市販の液肥を1週間に1～2回与えましょう。

夏、花を咲かせ続けている場合は、春と同様のペースで、暑さで株が休んでいる場合は、液肥を月に1～2回で大丈夫です。

花の咲き具合、状態を見て判断してください。秋も生育に合わせ花が次々と咲き始めたら春と同様に液肥を与えましょう。冬場

は花が咲き続けている株には液肥を与えますが、それ以外の株には与えません。

※お手持ちの肥料に記載されている肥料の使用方法、濃度、頻度を参考にしてください。

土・鉢について 用土、鉢、元肥、追肥（液体肥料）を準備しましょう。

●【用土】新しい土を使いましょう。古い土の場合、病原菌などが残っている場合がありますので、市販の培養土を準備して新し

い土で植えてください。花の育ち方が違います。

● 【鉢（プランター） 】プランターに植え込む場合の株数の目安は、21cm直径の丸鉢プランターに1株です。

ポイント ●置き肥として元肥3～4粒を月に一度、必ずあげるのがポイントです！

シュウカイドウ科ベゴニア属／冬越し可（寒冷地除く）
【開花時期】4月中旬～11月
【その他】花径：2ｃｍ前後／草丈：30～40cm

●5月から9月の気温の高い季節、特に夏場の直射日光が一日中当たる場所では、午前中のみ日に当てて、西日には当てな
いよう工夫して下さい。

●また、新しい風通しの良い場所に置きましょう。灰色かび病などの病害の予防にもなります。

●特にベゴニアは水のやり過ぎに注意しましょう。ベゴニアを枯らしてしまう原因で一番多いのが水やりの失敗で、用土の過湿
を嫌いますので普通の植物と同じ感覚で毎日水やりしてしまうと、土が常に湿った状態になってしまい根が呼吸できなくなって
根腐れを起こします。

●また乾燥には強い植物ですが、乾かし過ぎにも注意が必要です。常に土の状態を確認して、水切れにも注意しましょう。

与える時はたっぷりと。乾かし気味の時とたっぷり与える時のメリハリが大事です。

水を与える時はたっぷりと与えるようにします。水が鉢の底から流れてくる位たっぷりあげて下さい。これは、鉢の中に溜まっ

た不要物やガスを抜くためです。水を鉢底から流れるほど水やりする事によって、不要物やガスを水と一緒に流して鉢の中

に新しい空気が入ります。不要な時はじっと我慢して、与える時はたっぷり与えてメリハリをつけて下さい。

ポイント



摘芯

●苗を植えた2～3週間後に枝の先端を全て摘芯すると、1ヶ月半後には整った形で一斉に開花します。

●咲き終わった花は、雨に打たれたりすると自然に落下します。

●育ちすぎて形が乱れた時は、10～15㎝に切り戻すと短期間で美しさを回復します。

●肥料が不足すると生育が緩慢になり、花数が減少します。花が咲いているときは、液肥を週に2回程度与えても良いでしょう。

切戻し

栽培の過程でご不明な点やお困りのことがございましたら、お気軽にご相談ください。

サントリーフラワーズお客様センター
電話番号：0570-550-087（平日10：00～17：00 土・日・祝日休）

メールによるお問い合わせ：info@suntoryflowers.co.jp

サントリーフラワーズホームページhttp://suntory.jp/FLOWER/

植え込み後約2ヶ月 株元に花数が少なくなったり、過繁茂になった時の切り戻し

植え込み2～3週間後

１ヶ月後 植え込み後約3ヶ月

●小輪・小葉で分枝性が良く何度でも摘芯できますが、日照時間が短くなってきますので、最終の摘芯は、お盆頃までにすませ
ましょう。

ポイント

ポイント

その他

●15℃～25℃が適温です。昼と夜の温度差が激しい場所は避けて管理して下さい。

10℃を下回ると生長が止まります。温度が5℃以下に冷え込む夜は、温度が下がらない場所に移動させて下さい。
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